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緊急事態宣言を受けての臨時休業の実施について（お知らせ）

保護者の皆様におかれましては，日頃から本市の教育行政及び学校教育活動への御理
解・御協力を賜り，厚く御礼申し上げます。
さて，御承知のとおり，国は，４月１６日（木）に新型コロナウイルス特措法に基づ

く「緊急事態宣言」を，５月６日まで全都道府県に拡大することを決定しました。また，

鹿児島県は，県内全ての学校へ臨時休業を要請しました。
このことを受け，日置市では，下記のとおり全ての公立幼稚園及び公立小中学校を臨

時休業とすることにいたしましたので，お知らせします。引き続き，御理解と御協力を
よろしくお願いいたします。

併せて，保護者の皆様におかれましては，不要不急の県外への移動・旅行等の自粛等，
感染拡大防止に御協力をお願い申し上げます。

記

１ 臨時休業の期間
令和２年４月23日（木）から令和２年５月６日（水）まで

２ 臨時休業中の過ごし方について
(1) 朝夕の検温，マスク着用，手洗い・うがい，咳エチケットの励行，十分な睡眠

と栄養摂取に留意するなど，規則正しい生活を心がけ，感染症予防に努めてくだ

さい。
(2) 通院等を除き，不要不急の場合，自宅から外出を控えてください。臨時休業期

間中は，スポーツ少年団，中学校の部活動は活動を自粛します。
(3) 学校から配布された学習プリントや課題等をもとに，時間を有効に活用して，

計画的に復習や予習を行ってください。

３ 不要不急の県外への移動・旅行等の自粛について

(1) 特に県外への移動や旅行等は自粛してください。
(2) やむを得ない事情により，児童生徒を含め生活を共にする家族が県外へ移動す

る（した）場合，必ず学校へ連絡してください。この場合，２週間程度の自宅待
機をお願いいたします。

(3) 児童生徒を含め生活を共にする家族が，県外から移動してきた人と接触があっ
た場合も学校へ連絡してください。この場合も，２週間程度の自宅待機をお願い
いたします。
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「臨時休校」に伴う今後の対応について（お願い） 

 

 保護者の皆様には、日頃から本校教育活動にご理解・ご協力をいただき心よ
り感謝申し上げます。 
さて、全世界的に猛威を振るう新型コロナウイルス感染症は未だ感染拡大を

続け、４月１６日、安倍首相は日本国内全地域を対象に「緊急事態宣言」を発
出しました。それを受け、三反園鹿児島県知事からも、「緊急事態宣言」出され、
その中で「不要不急の外出は控えること。県境を越える移動は自粛するよう」
要請がありました。更に、県内全ての学校でこれから先、連休明けまで「臨時
休校」をするよう指示があり、本市では４月２３日（木）から５月６日（水）
まで休校することとしました。 

本校では、本市の方針に従い、生徒の安全確保及び感染症拡大防止策の徹底
を図るため、下記のとおりの対応してまいりますので、ご家庭におかれまして
も感染防止に向け、何卒ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

記 
 
１ 平日の家庭生活について 
  原則、外出は控えること。やむを得ず外出する際は、必ずマスクを着用し、 
 大人数で集まったり、大人数が集まったりしている場所へは出向かないこと。 

やむを得ず外出した場合は、用事が済み次第自宅に戻るようお願いします。 
※ 平日は、16:30 まで子どもだけの外出を控えるようお願いします。 

 
２ 連休中（土・日も含む）の対応について 

休日中の対応については、保護者の判断で対応をお願いします。 
※ ただし、この期間も原則「自粛」が求められています。 
 

３ 県外の移動や県外の人との濃厚接触等があった場合の対応について 
 (1) やむを得ず生徒自身も含め生計を同じくする家族が県外への移動があ

った場合（この期間は、なるべく控えてください。） 
(2) 生徒自身も含め生計を同じくする家族が、県外から移動してきた人と濃
厚接触があった場合 

※ 上記(1)、(2)については、万が一のことを想定し５月７日以降の登校を控
えていただき、２週間程度の「自宅待機」をお願いします。 

  上記場合も含め、心配な時は、まず学校（担任）にご連絡ください。 
 

未だ収束の兆しすら見えないこの問題への一番の対応は、まずは「自粛」し、
家族の命は家族みんなでしっかり守ろうと心掛けて行動することです。更に、
他の人への思いやりを忘れず、共に助け合い、支え合って生きていこうとする
姿勢をもつことも大切です。（奪い合えば足らぬ。でも分け合えば余る） 
本校が「安心・安全」で有り続けることができるよう、この期間中、家族み

んなで日々の生活に思いをめぐらせて生活してくれることを願います。 


